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北大文学研究科紀要 107 (2002) 

現代朝鮮語における接頭辞叫の

意味・用法について

門脇誠

はじめに

これまで門脇(1997，1998， 1999， 2000)で、現代朝鮮語の「方向・強調」

を表す接頭辞に関する研究を行ってきた。その結果、辞書に載っているもの

の中には、明らかに接頭辞とは言えず、副詞として扱わなければならないも

のがあること、また、一般に言われているように「方向・強調」のd音味を有

しているものも勿論あるが、どちらか一方の特徴しか存していないもの、さ

らにはいずれの特徴をも有していないものも少なくないこと、それに、その

接頭辞が前接した際に、意味のとで特殊化を起こすことがあることなどもわ

かった。 1) しかし、「方向・強調」のし、ずれの特徴をも有しない場合の接頭

辞叫の機能は何か。また、意味の特殊化を引き起こす場合、接頭辞が付い

ていない場合の語義とどのような関係にあるかなどについての問題は未解決

のままになっている。

本論は、引き続きこれまでの研究の一環として、今回は「方向・強調」を

表す接頭辞のうち 叫の意味・用法に関し、特に接頭辞が付かない場合と付

いた場合とがどのような関係にあるかに焦点、を当てて考察したものである。

なお、分析するに当たり、韓国語用例検索 (KAIST)並びに google(韓国)

をと利用した。また、用例を収集するに当たっては 2002年4月から行なって

いる大学院のゼミで学生たちの協力を得たことを記しておく O

今回協力を得た者は次の 3名である。

1 )門脇 (2001)p147の巻米資料を参照。
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北海道大学大学院文学研究科言語学専攻 高橋学

北海道大学大学院文学研究科言語文学専攻 金但泊 金恵鎮

また本論を書くに当たって使用した辞書は次のとおりである。

u1f歪号o-j司 λト社~ (標準国語大辞典) 1998 (韓国) r標準J(賂)

『唱什せ号叶人}せ~ (延世韓国語辞典) 2000 (韓国) r延世J (略)

1 .本論

意味・用i去を分析するに当たり、今回は 接頭辞叫に関して「方向・強調j

いずれの特徴をも有している語を対象にした。そして、それらの語が接頭辞

が付かない場合と付いた場合とでどのような違いを生じるのか、つまり、接

頭辞の付かない場合のすべての語義について「方向・強調j の特徴が付加さ

れるのか、付加されないとしたら、どのような語義の場合に付加されないの

か、さらには、接頭辞がついて新しい語義が追加されることはなし、かといっ

たことを謂査した。

たとえば、昔71ヰという動認は、①ひどく殺りつける ②大小便をあち

こちにたれる ③文字を書きなぐる ④言葉などを口から出まかせにしゃべ

るとしづ意味で、使われるものである。ところが、これに接頭辞叫を付ける

と、①から④までの語義をさらに強調する意味で使沼されるが、そのほか

に ⑤排気ガスなどを勢いよく撒き散らす、という意味でも使用されるので

ある。

例文

叶三三アトペテ1 せロ.~ ~雪合y1ミ[71t9 ui斗71斗司 パスが真っ黒な煤煙を撒き

散らして出発する直前 (kaist) 

そして、この叫苔71ヰの場合、接頭辞叫は①から④までの語義では特

に「中から外へ」あるいは「前方へj どいう方向の意味は感じられないが、

⑤の意味では明らかに「中から外へjという方向の特徴が感じられると言う。

今田対象にした語は、対語として 接頭辞号凸lが付く語が存在し、さら
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に、「方向・強講」いずれの意味合も有している以下の単語5個である。

他動詞:L]j音斗， 斗!日ス1ヰ，L]j号ヰ，L]j百斗、 l司令子斗

以上の 5倍の動詞に関し、以下のように記述することにする。

まず、「標準Jと「延世j の街辞典の語義の記述をあげたが、辞書によって

接頭辞がついた形を登録していない場合があり、上述の単語に関して言えば、

L]j苦ヰ L司令斗 の2つは「延世Jに記述がないことがわかる。

記述は以下のとおりである。

まず、接頭辞叫が付かない形について、 A.には「標準Jの語義、 B.には「延

世jの語義を載せる。そして、その後に、接頭辞叫の付いた形について、A.'

には「標準Jの語義、 B'には「延世Jの語義を載せる。

1. 1 LH音斗

A 音ヰ「標準j

1.①引きずる

任会晋ヰ履物を引きずる/ス~71号音斗鋤を引きずる/ユ七社寺叫ス!

司ス1詰ユ工召召音三工斗せ斗.彼は長いジーンズを折らずにずるずる引き

ずって歩く/斗スト立と土司ァト入111昔Iニト椅子を引きずる音がうるさい/

すす合音。1スト71笠叶!ミ害対1二十. /お購を引きずって自分の前に置いた/翌

号7-1三lcヰミヨミhl11~ 召会ミ~01 oj1 号す升ス1 ヰ斗民斗せス~1 x唱斗合斗斗117ト

写会ス1 号。1 思~rト

びっこを引し γてずるずる足を引きずって歩く足取りに物乞いまでしている

からいつ老人の住まいに行き着くか見当もつかなった/宮司会司守宮外c11

唱世主士宮召音吾妄告召哩01虫斗¥ A行はじりじりとする日差しのもと、

力なく引きずるような足取りで移動するだ、けだ、った

②車:を引く、動かす

キ司|号音斗率を引く/スト号ヌト号音ユヱヰ斗斗車を運転して廻る/在宅]スト

豆~す吐斗号音<>1致斗.牽引車で故障した車を引いていった

③動物を引っばっていく

なoトスl号音<>1 ~-'三豆 3立ち1E:十. 子犬を引し、て家へ婦らせた/会こ号ミラ
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牛を田んぼヘヲiし、ていった

④関心を引く

'i'l7]号音Iこ十人気を集める/予斗号音I二千注意を引く/詮召全音ヰ?見線

を集める/菩ロ|吾晋OJ..l:己主I二十興味を引く/会甘金五七日1吾0]平賞。]1-十?

客を引きつける秘訣は何か

⑤時間を引き延ばす

人l社会音スl官三1埜司持斗.時間を引き延ばさないで平くしろ/1-十七叶

唱望。!モスl ロ]~叶斗 Jエモ究会苔斗 0]ヰ.私はどんなことでもずるずると

主主音ユl3:);ヰ

引きのばすのは嫌だ

⑥声などを長くの

三三己1号音じ十声をのばす/宮Nc.]号音斗言葉尻をのばす/¥:1-スト斗

三l七昔人]~三日1 在ごと討会 cxj 岳会音匁じト男の声は実に悲しそうな余韻をヲ

子どもの腕をヲiし、て病院へ行った/号豆号

同僚たちを引き連れて食堂へ入った

いた

⑦導く

。いl吾全音:.il'l3喧斗l社じ:上

告音ユヱ斗 1昔刊号叶設斗 a

II. 

叶
1

日
己、42

f
λ
 
A
「叶与し

J

Q

O
一し

け

H
て

f

一

川

け

日

寸

口町
J①

叶 から引用しこの部分は金受0]斗.

たものだ

M
-
l
E
 

②電気・ガスなどを引く

笠ミゴ斗lλ1社7]号音OJ竺1二十|券の家で電気を引く/三子1昔叶|λ?

苦合号法ヰ厨房から水道を引いて水をもらった

B.昔斗「延tltJ

①(叶司社安全)す叫すァlヰ.引っ張る

司せoい1~ 苔司さ] 0ト叶ス191~ユロ1 号音ラヨヰ.娘はゆっくりと父親の袖を引

っ張った/苦対1長吾71斗 E叫l叶!と哲01吾丘さトヰ.物を持ったり引っ張つ
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現代朝鮮語における接頭辞斗の意味・用法について

たりするときには力が必要だ

②(叫す0]しトミチ号音)斗スl豆，寸l司y7i斗吋]21ァトヰ (人や動物を)無理や

りに引っ張っていく

司王子入]-苦音吾ユ工ロ1す吐斗社主主主主上ヰ. 二人を引っ張って庭の真んIドへ行っ

た/甘号外子一社牛号音叶ヰァトじい!呈o:j誉妓1二十.審判がで人の選手を引っ

張ってきて再び対戦させた

③ 

匂(ロトヌト斗ス}-号ヌト号)合斗 0]7iL十fEせさトヰ. (馬車や自動車を)動かす、運

転する

開二Lと 7ト苦君子7]時苦手1Lト会合会ヌ!ョ号坦叶叫7]~己主11斗.彼は時々友達が

運転してきた乗用車に乗せてもらったりした/土子叫己]7}11七千ロトストを

叫アトスl斗;;:1斗.二頭の牛が引し、ている牛療が一台過ぎ去った

白(ろ!官全豆)ヌト号 fZ設計斗 (職業として)運転する

町斗17トEEj苦oiλ，-1宣:)-e]号叫三子安l叶.私がトラックに乗って学費を出して

やるよ

団ミ171Lトモ?ff金者司オ!詩g-.人気や関心を引く

相ユE止じト互 LHロト岳会[:， -t子安芸骨呼吸斗.それよりも私の心を一層引し、

たのは壁画だ、った/ユ:3lJ.9]叫号ぞ与すす斗斗吾ロ!号音匁斗.その木のタ

イトノレはすぐに私の興味を引し、た

(Q~召号音舎司オ|吟じトロを引く、耳目を集める

町ご七日1スト斗 tr召会晋キ 21玉三号す吾斗叶スト宅19人1昔オ!をじト.消費者の日

を引くように商品のデザインを新しくする /Y云せを号包.91古H:1] ~1 

λ1]オF守宅1opヰ告吾平気じト今日韓国人の海外進出はtH:界的な耳Rを集め

ている

⑤人トす雪合.2.o:j号オ!ヰヰ 人を集める

時三F壬}埜ノ忠吾金吾ミ工会日昔アl斗1せ社宮会ぞ斗. な商品をかけて客

を引きつけるのに必死の努力をした/すλトヰ七人トす0]云叶斗喧λ，1， J.i豆

日昔昔ァl ♀!司ーコヨァ~0] {l言H~J.斗.高売する人が増えるにつれてお互いに客

を引きつけるための競争が激しくなった
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⑥(キ王L十社7]号音竺7]判許O:j)ストアl等主主豆町。]OJス1オi許Lト (水道や電

気などを)引く

昭子守吋l位ミ]三十1f-E1 せ昔ス!ぢトキ二号音OJ ヰァト竺ユ工匁斗• JHf房ではかなり

訴から母屋の地下水を号|し、て使っている/オ7]10司守宮OJモ!是斗ぞ乏ユ

ロト苛苛苦合晋OJj三キ号寸昔去を斗.向こうの 10里ほど離れた所には小さな

ハ!の水を引し、て湖を作る

⑦[‘晋oJr11斗，昔0]斗'号斗苦豆主主O]oJJ0]千ト号全斗さ吋iλ?アトオ玉とヰ.

6吾叶r11ヰ，苦o]q.'の形で、理由を取ってつける

開喜一色苦叫ロト斗晋叶斗昔0]七召 23λトs>1子E1j.9-]せ宅lr11λ同1] .2..吐す兵士i

苦0]妓斗.必要な時ごとに取ってつける金刑事の!日態依然とした台認にオ

主任は嫌気がさした

⑧[予三‘音OJ竺1二十，音OJr11 q.'苦斗苦豆竺o]oJJ(芸号音)宮司竺ヰ.

‘音叶主主斗，音OJr:Hじドの形でお金を借りて使う

開すすスト守人トコ~o] 音吉H 0]ストアト量会音社会音OJヰヲ1E千七 ot]斗.差当

たり資金が急に必要になり利子の高い金を借りてきて使ったという

⑨(ゑ己l号会)召オ!云0]ヰ. (芦を)のばす

需ユミラミ歪音若村司会そ完全合アl長。Lミヰゴユ司告召オi晋uj宮司21ヰ.彼は

少しばつがわるいのを隠すかのように、声を長くのばして言った

⑩(oJ1"fl ~O]) 羽豆召社主主OJ オオ1今 o] oJスl 斗.後ろに長く続く

開斗うえ 7H斗亭喜望。1若若司 2江己j号音喧λ?叶音斗l可さl虫斗. 5つの青い

星がゆっくりと尾を引きながら暗闇に吸い込まれた/吾叫昔アト全日1苦号号

司在吋OJ~さ菅0] ユ唱スト号ミユォi 晋Jl l̂対斗.春風、秋雨をじっと耐えて

きた塔が影を長く引し、て立っている

⑪ 

③(官会).2.. iol1オ!今許斗.仕事を続ける

町在会叶 ofl7]号音ア!ァト子H言。ト牛持ァ1号誉妓斗.金はこれ以上話を長引

かせるのが頭倒で受話器を置いた/官会召苔立七人ト苦号会主主せせス|苔

斗.支払いをずるずると延ばす人を見ると私はうんざりする

(Q(入l社号音).2.. iol1召司視さトヰ.時間をかける
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町4入1社o:j苦刀一七ス1辛苦王宮7]音叶lせ苛0]斗社会持労斗. 4時間あまり

長引し、た退屈な競技の米韓国が逆転勝ちした/0]喧斗互主!七斗Se1;守主主

主c1j人1社一告苦労斗.今回の討議は例外的に時間が長引し、た

⑫(会スト斗号0])斗Ef叶!とえ!オ|司ヰ. (級のすそ、履物などを)引きずる

司王子音アト人トす~H豆号外五と七士]営立七ゴヱ司アト対1二十.誰かがサランパンに

帰ってくる履物を引きずる音がした/吾計斗lλ"1 è司令]斗ぇ]'3!:スト斗]~と 3二斗

アト 7lヰ. ドアの外から女性のスカートのすそを引きずる音がした

⑬手1Iヰ豆オ]j升71L十0]晋ol斗ァトヰ.後について来させる

開ユ長ユ召豆Jl守三主主アトλ1斗子号全斗苦手社斗.彼はその道を通って

故郷へ帰り家族たちをみんな引き連れてやってきた/ユス1な弓許オlユ召

豆号忠告音Jl7ト七， 3:! 0]季斗.ただただ強力にその道を国民を導いて行く

のがよい

A' 1-J1苦斗「標準j

唱守干 0] 斗 2f音寺斗o~ 什オ]圧とロト子音斗.外や前に向かつて強く引っ張る

せ司ァトストミヱミ雪合1-J1音斗早く行こうと腕を引っ張る/ヰ司ァト宮司王10トtl1

7ト司ミヨオ斗と砕す令官:宮人十;;zaid 01 1-J1音ol斗アトゼJl号外対斗.脚が震え

て足元が心もとない他人安情け容赦もなく引きずって東に乗せて走り去った

B'1-J1苦斗「延位」

延世にはこれに関する記述なし。

上の例を見ると、接頭辞が付いた形は基本語義とも言える r(具象物を)引

っ張るj という場合にしか使用しないことがわかる。

又、 Kaistに現われる例は4例しかないがいずれも r(具象物を)引っ張る

という意味で説明できるものばかりである。
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1.2 斗!日ス|ヰ

A. 'i'iス1斗

①投げる、放り投げる

司ぜ臭寸号金百ス!斗に石を投げる/豆牛斗|オ!号全日スl斗 キャッチャ

ーにボールを投げる/二1七噌子斗全電叶ヰ15'-スト告自ス1.:JlL十設斗.彼は部

F誌の隅に向かつて毛糸の帽子を放り投げて出かけた/すり三豆アトす全日

ス1斗 部尽の中にカバンを放り投げる/智会主トアト設とスlせ計三三ア1Eト告

日オ叶対斗.見は腹が立ったのか外にギターを放り投げた

②{本を投げだす

町斗長立}豆叶!ス1主i吾告主Jr11♀J斗1註31斗.布、は疲労でくたくたになった体

をベッドの上に投げた/ユ 0:1ストミラロト子 会喧λ10ト叫ス!斗l 林署告白ス.~ 'i'lヲヨ

ヰ.彼女はひどく泣きながら父親に体を投げかけ抱かれた/ユと苦吟斗斗豆

吾昔日召u:]jスト弁告と主]じト_ll.宮哲斗.彼は絶慢の下へ身を投じるとき自由を

感じると話している

II. 

①投票する、禁を投じる

需7¥1坦せ斗1社ぜ五号日ス1斗改憲案に賛成票を投じる /01 卒王立叶!オ17lHうさ

せを五号日オ子甘人1-2...この候橋者に浄き F票を投じてください

②言葉を発する

町菅豆スト斗lオlミヨ苦全日スl斗発表者に質問を投げかける/ユモとうticto1斗

叫しト号令哲ロト叶号司ス!平守主主 L十アト叶詰斗.彼は突然現われいきなり

、放って外へ出てしまった

③混線を投げかける

~ ¥'1.スト吋lァ11字斗号Ijス1L二十男に流し悶を送る/;習すスト斗苦古叶!斗寄斗 tE

音吐ス1斗経営者の発言に疑惑の目を向ける/せスト七二工叶|オ1合喜子吾詮

召告はス1 .:Jl七スp苦 01 斗|斗ス1 "6十~吾音叫社営企オ斗l 殻斗.男は彼に悲し

い鋭い規線を投げ杖に寄りかかり少し身を起こした
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④光を投げかける，輝く

~ jlJ正社す司王言斗!珪斗喧吾せ0]嘆合唱ス!ユヱ公斗.静かな夜空に月と星

だけが輝いている

⑤話題を投げかける

需ユミラ λB~全斗呼吾斗官在主主主司什オ1 斗l 主トォ1号百忍ヰ 彼は新しい医

薬品の発見で全世界に話題を投げかけた

⑤問題を提起する

唱ユ七千司人十司斗l甘zfを玉三司王司吾オl号弓ス1手設斗.彼は我々の社会に

深刻な道徳的問題を投げかけてくれた

⑦彰をあらわす

需ゑL十平をユ平井斗守斗1在ユ唱スト告白ス]Jl誠司 …本の松の;jにこが夕

日に長い影を投じている. /7] qj号斗む-'t!社寺会 λi1i'l号斗lオ|叶子fZユ

習スト号弓ス!と受0]匁斗.企業の人員削減は庶民に暗い影を投じるもので

あった

国.

①放り投げる

需L-iとユ号せそまoト岳♀司 人ト0]21{l斗吾宅せを守主fO] ~j ス!ユ工斗吾首1 吐

きト討さ十とヰつ君はその間築き上げてきた我々の関の信義を破れた靴のよう

に放り投げて俺を裏切ろうとするのか

②財産や命を投じる

需主号音♀1斗吋スト士i斗刈苦斗号令合唱ミ1oH号スト号 祖国のために自身

の財産と生命を投じる愛国者たち/号司110] 0]:討会キヨiス!せせ宮守

普l:l]吾号サ日ス1ァ]7，1トス1司λ?号司雪斗スlァトヰと7ト0]荘。].5之 同情心こ

そありうるがひと月の生活費を全部投じてまで民情する立場になれるかと

いうことだ

③仕事を放り出す

町ユ全斗会号名人ト昔萱J5包7i司豊田ス.]Jl7i司王二羽叶斗斗ヱヰ司せぺ!喜

S'i~斗.そのニュースを聞いた人々は仕事を放り投げて通りに走り出て独立
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万歳を叫んだ

④勝負を断念する

需ユ七叶 0]す命令アト旦0]スl曾ス1雪合唱廷斗.彼はこれ以上手が見えない

とみるや石を投げた

B. ヨオヰ「延世J

①投げる、放り投げる

町等ス]若干ーオλ'Itl]珪号ス1主主計!ァ!害今斗lスT弓匁斗.紙切れをくしゃくし

ゃに丸めて屑入れに投げ入れた/ユ召s=1-'三号宮司宮司 oトミ子宮司な号叶!

日忍合叶ヰ.それをできるだけほんとうに速くの)11に投げた /0]叶号。1斗

ス]zl-idと叶芸吾，:'.7Bぺ刈号金百司斗.+どもや分別のない大人たちは犬

に石をなげる

②(微笑み、言葉、担線などを)投げかける

需討すそ0]ユモ芸オl苦計七叫す斗iオ|ロlことEf百忍ヰ.ハヨングンはそのよう

に話すテーヨンに微笑を投げかけた/土L千七望号含岳計坦λ? 守受託会会

t;:-1ス].ll七望者金一号司吋現ヰ.少女は顔合赤らめながらにっこりと尽に

微笑を浮かべて顔をそむけてしまった

③投げるように差し出す

聖子守10]型号{}斗1ォ!警官誼手号きトオ!自社歪牛玉虫ス1首殺そアト.主人が

チョンボンサムにー財産気前よく投げ出すこともできるんじゃなし、か/斗

喧詳しトァトヰ五号日11斗合企吾全斗1.]1と思スl詰妓じト ー人の社員が辞表

をたたきつけたという噂を家内 じなかった/斗七号芋号神今昔牛守

外1] id、斗と吾芸金管ユ工，スト司λ1号吐致合L-jl:二十.私は勉強を続けるしかない

という結論を得て、退学届を差し出した

④放り投げる

~1l社牛七空スl号畏1ヰト斗1 司オミぎ史上斗.シムチャンスは手紙を部屋の下座

のほうに投げておいた/召せ守45甚吾 7]平吾4521会 21せ♀{吋l号日スl

p1立王子千廿叶iオ1宮或ヰ.キムさんはチョークの粉がついた本を机の上に
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現代朝鮮語における接頭辞斗の憲味・用法について

ボーンと放り投げて教務主任に話しかけた

⑤命や財産などを投げ捨てる;捧げる

町子そ斗λ!ーアト λ~ ti3音吐ス:1 oH号司9171λ}号ヰ苦U:Jlミitj叶ヰ.安重根義

士が命を投げて愛国的な大事を企てるときのことです/七7H~ 2ll"i'号'"lす4二

号号。]7]宇jヰo;jユヱヰ合会司モ!交官叶斗.論介は倭軍の大将を殺すため

にその命を投げたのである

⑥光や影そと垂らす

白光や照明安当てる

宅妾昔0]7cjOH斗包吾斗|尋ロ1吐型告屯ヨiヰ.蝋燭の光がキヨンゲの顔にぼ

んやりした光を当てた/ユ司会すせ 32今0]苦型金百オ子匁斗それは

部屋の奥深く灯りを当ててくれた

白影をつくる

需干!キ斗袋王寺三三ロH7ト司外己H司斗lユ官スト号旺ス]2討対I二十.チャンスのtL

1s!Jの袖が壁の下のほうに影を作っていた/美音型0]苛スl七社ユ唱スト号。1

苦召さトオl音ろ141二十.蝋;鴎の火が作る長い影が不気味に動く/寸宮司主唱

。lユ oH斗笠宮ol]ユミ主会t?iヨil二十.上からぶら下がった照明がその子どもの

顔に陰を作った

⑦問題を提起する

号外人ト社会主ミ主主|否¥l~O] 号叶]71] オ斗吐 音吐枠三子ユ工試合一q斗一. この

事件は今日の若者たちに大きな衝撃を投げかけている/せ λ~ \l斗官会♀司

斗l 朴啓~.Îll喜合町モ11二十.先生の言葉は我々に多くの教訓を与える

⑧投票する，票を投じる

需71-&:-~λ1豆fzqT23- せオ叶!λ'1 7]ゼZE号自主i斗.キブンは新しい班長の選挙

で棄権票を投じた /LH4:3ljOdォ]711雪i'Z!斗 71斗社唱。l社守主主告吐忍斗.

内閣責任市IJ改憲案にほとんど全員が賛成票を投じた

H 

行動を中断する

町合詞七包ア?とJ号日ス]2号外投叶q会7]人l斗議ヰ.ユニは仕事を中断して

帰ってきて泣き始めた/今2告文1-'~.2 斗入] E11 olせ型芸吐告会主謹呈ーなス]2
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u:i L十設斗.獄苦を経て生まれ変わった

A.' Ll1司スlヰ「標準j

①乱暴に力いっぱい放り投げる

ちはベンを捨てて立ち去った

唱な叶|雪合Ll1註ス!ヰ } 11に石を放り投げる/ユミラ芳三豆号外λ?吋ァトす告

哲三号子44叶i斗|百31ヰ.彼は部屋に入ってカバンを一方の隅に放り投げた /0]

什社会召斗斗斗1]Ll1日オ玉斗王子玉昔oi7トス1詰告さ{廿ごと寸71宮警0]斗.この

世の中は路上に投げ捨てても誰も拾ってし、かないがらくたのみだ/0]司会叶

oi ci ♀Jλ?λ1叶す 2J ヰアトせ清三呈ユ守Ll1日ス.~ l:lj設叶5L.この本は難しす

ぎて 3，4ページ読んで窓の外へ放り投げてしまった/詩アト吋司菅井ス]¥:!-ユ

叶七件手提 0]斗会叶l 召さ1七t1l立せ司会守古~ Ll1百ス17]人]4想斗.すっかり

頭に来た彼女は何でも手に触れるや夫同がけて投げつけ始めた

②乱暴に話しかける

町人ト苦吾斗オ10ト王子宮O]L十Ll1弓スl 斗人々に言葉を投げかける/すo~ む昔叶l

オ!と主主号入トヰ士号0]号 LB日ス|七守口ト司王ロト告叶|召4与すヌ17ト華字匁斗.

障害者には普通人々がっつけんどんに投げかける一言で心に深い傷ができる

ことがある/なt1l号。1件土号吋l平甘さ]Ll1吐ス1七号ロト斗ァト GF3三号吋lλ?七

さエヰす合唱三三ヲ]7].':三号じト強大国が弱小田に何気なく投げかける一言が

弱小畠には大きな波紋をと起こすこともある

II. 

①関係を絶つ;放り出す

4斗守合斗l司ス1斗職場を放りだす/ アト寺三斗Ll1立ス].:1工芸当2-i

名人干す号。1斗彼らは家族もみんな放りだしてお金を稼ぎに来た人たちだ

②身を投じる;犠牲になる

町ユと名吾会Ll11iJスf苦叶i叫モ10ト0]吾子宮1斗.彼は体全体を放り出して

*-に溺れた子どもを救った/号合主Ll1百ス12♀{哲骨営叶 E月oi苦虫斗.命

を捨てて危険な仕事にとびこんだ/位守主]名ヌト叶lぇ1笠唱を寸スト号吾告

Ll1吐ス1二子詩人]2 t1l士]号外7ト~じト先生は*に引かれそう lこなった弟子を体
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現代朝鮮語における接頭辞斗の意味・用法について

を投げ出して助け、その代わり自分は亡くなった

ここで、接頭辞の付いた斗|屯ス1ヰは「影や光を落とすJr問題を提起するJ

「投票する iという意味では使用されないことがわかる O さらに調査を加え

た結果、留学生から『延世』の Iの②にある「微笑み、言葉、視線などを送

る」とあるうちの「微笑みJについては使いにくいとの由答を得た。

なお、 uJJt t叫の I の①と④はいずれも r~を~に放り投げる J で説明でき

るもので、わざわざ分ける必要がないといった辞書の語義の分類についての

問題点があることも指摘しておく。

1. 3 Ll1吾斗

A. 苦ヰ「襟準J

I.追い込む;追いやる

咽智斗坦45玉社スト吾子44叶l苦哲λ1喧ヌ!号せ或lニトチャンヒ。才ンは挑戦者を網に追

い込んでパンチを飛ばした/土善寺λ干豆号対ヰ.牛を藷舎へ追いやった/今

日]キとす音羽詰ス1勾帝王三豆号史上斗.守備手はボールを危険地域外へ追い出

した/ユとす叫警告舌ス1豆号妓斗.彼は相手側を窮地に追い込んだ

II. 

①運転する

唱ロ1-ヌト号音斗馬車を運転する/斗叶スl七 20せ号せ叶司会苦妓ヰ.父

は20年の問トラックを運転してきた/スト号苦吟唱全社喧司号告叫0):埜斗.

東を運転しようと思ったら運転免許書をとらなければならない

②ーか所に集める

明号外善苦斗軍勢力を集める/号外豊号外斗合否斗きトヰ 軍士を集めて

敵を攻撃する/ユミラ JE号斗五号苦oトヨ干詞Q]-'t!斗1 すぜ~虫斗.彼は門中の

票を集めて国会議員lこ当選した
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盗.号ヰ「罪をかぶせるj

司壱せ音守三守主主豆号斗 忠臣を逆賊にする/乎Jlせ人ト苦金王寺三三豆苦味

ス!せミヨモ号哲也010ト日01 許司J7，斗.イ可の罪もない人を泥棒にしたてたが結

局犯人でないことが判明した

B. 吾ヰ「延世j

①追い込む、追いやる

町吾子ァト習室時1喧λ?主1ミ主己{呈詞昔t1~と吾三号音91 ♀司主主碍!ス1 号苦安上斗.

ホンドウがくすくす笑いながら枝を振り回して右側の端の小屋へ豚を追い込

んだ/♀司菅スト号音妻。トミ壬吾01!三万i号妄宇司司去 Fl1斗ガト 我々の足
跡を追って奴らが兎を追いやるように迫撃してくるから

②車を動かす，運転する

町ユミラヌト曇告。ト斗名人1t誼主斗己l吾在日ヰ.彼は車を運転して小さなセメ

ント橋を渡った/号斗合 ~.g- s二宮子ス1告号23L言。ト017トミE斗1吾叶長1ニト
穀物を積んだ、牛車に乗ってきた子どもが自に入った/ユ七マlE司会吾平 λ?

告主守或1二十.彼は空のトラックに乗ってソウノレに向かった

③一僅所に集める

可。11呂せア'10]1λ.i~干すス!守人十昔号。l 豆告号外λ1 主Q ö1三子ミラ司せ玉工十E]-;;;士

じト今度の選挙で特定地域の人々が粟をーか所に集めて書かせる現象も見ら

れた

E 

罪をかぶせる;濡れ衣を着せる

時叶ヰT苛λ¥ljo1主干すせ斗吟叶}斗主i子主士号せT苦ストs..{芸人ト社。l笠叶対1二十. あ

る学生がトイレの聾に友人を精神病者と書いた事件が起きた/哲計三~ 'irt七

人トす去三号主主主主ラオ10トサylニトいたずらに罪のないものを泥棒と見立

てるのではありません/社量子司令唱すことす斗骨材|斗号三号主主苦虫斗.

建物の主は現場の所長と一緒に私を泥棒の疑いをかけた
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現代務鮮認における接頭辞斗の意味・用法について

A.' LJ1苦斗

①追い払う、追い出す

句を吐吾告社スJ叶豆 L刊号斗 青年たちを戦争へ追い出す/判斗告号7s清

三主主LJ1号斗 外数を悶境の外へ追い払う/昔訟で人ト守合ミV1己i_t二LJ1号斗

家のない人を通りへ追い出す/斗苔0]斗ストヰ号45守号音歪昔主主LJ1号

史上ヰ.朝になるや牧童は羊たちを草原へ追い払った/喫苦す0]号名 号金

量0] ス1 オ壬~ :'<H -s=.号ミ27]昔0]苦会LJ1号ァi判持こと己]善召司rJlァi玉吉ト

ユ工授当金 aiλ7ユミ全斗オ1]l!jl-斗ァ]-'三議斗.松明を持った者は灯りを高く掲げ

たまま一;魚泥棒を追い払うために声をはり上げたりして泥をすくって彼らに

かけたりした

②パス、走らせる

需スト呈 225L豆叫号斗 車を前方に走らせる/ユ七三ヰミ1.Q.豆官舎LJ1号妓

斗.彼は敵揮に潟を走らせた/tl] .2..妄0]筈凸トス!と 尋せrrRtr吋l含ろ10]7]

苦手λ?刊さトモ与さト号音 2E5主主 LB音対斗. 降るように降りかかる銃弾

のために動くのを怖がる部下たちを前方に走らせた

ll. 

追放する、追い出す

町λト省吾去ろjす斗|λ-1]叫苦斗 社員たちを職場から追い出す/王寺寸スl“号君

斗斗lλ7叫号ヰ独裁者を権力の座から追放する

ill. 

せきたてる;追い立てる

町せ己1アトスト又会社4二号叶{苦ヰアト λ}.Jlアト球じト早く行こうと運転手をせき

たてて事故が起きた/そ豆スト号音叶与LJ1号52J之さl司斗立斗アトせ斗.勤労

者をあまりせき立てると返って逆効果になる/乏奇叶iペ七ユ号斗斗主主主

LJ1号外7.1~或斗.朝廷では彼を逆賊として追いたて処刑した/名を守人ト昔

叫すをo豆 LB号外斗2'jきトオiせ苦虫ヰ.従順な人たちを断崖の端に追
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いたて過激な態度をとらせた

B.' t+]号ヰ「延世j

①外へ追い出す、

明言書岳会ヰモさ奇人ト斗1] ~l七 λト合玉羽三主主主 41苦7] ♀1 司吾合塾尋常設斗.

ヒョンジュンは他の畜舎にいる麗も外へ追い出すためにドアをいっぱいに開

けた/号玄19-1号Fll苦手入1許五世七号'i'l斗 trz三社&j斗斗府立5.-41号令

長訟と唱。]5ヨヰ.国会の動態を注視している悶民の百も決して意識の外へ

追い払うことはできないのであった

②車を運転する，動かす

唱をせ415主主主主さ 7]人ト7ト せ三三豆 41号喧λ?ミ幸吉ア?設斗.運転席に上がっ

た技師が恵を前に動かしながらぶつくさしゃべった/守幸会社スト7]旦豆苦在

今弓立豆叫苦ァ1入l斗或ヰ.ヨンジュンは急にボートを全速力で動かし始めた

③ある状況に追い込む、追い立てる

町 0] 斗吾~ ~社会号聖ます 0]¥'l斗日トヰ豆 41号互交l斗.この作品は人間を

広々とした理念、の海へと追い立てている/吉寸官，当オ1七 0]r昔斗 iici.&0] 

号社守Ei豆叫号安土ヰ. 臼 日帝はこの地の若者を戦争へと追い立

てた /0] 喧斗人ト官~斗七斗吾宅]λ~ 9-1 E[ヰ菩苦主千三5.-41号史上斗.今回の

事業の失敗は私を人生の行き止まりの裏道へと追い立てた。

④罪をかぶせる-

甲子手{斗 λトす号 0] 旦王子ユ号♀1 せスト王立 41 苦~J:r:干 潟毘の人々はみんな彼を

偽善者と考えた/叶司号外ス1舌斗吾守司王三豆l-H苦斗寄金詐ユ121子斗.

お前たちは今俺を逆賊として罪をかぶせるつもりだなあ。

II.せきたてる;催促する

司寺 rlj す45 斗吾号斗11之1二十人l 社全世λ'Ì7]♀{古;~ 'l3λト吾金苦会斗官 41号泣

ヰ.中大将は他の中韓より時間的に先立っために兵士たちを動物のようにせ

きたてた。/包含埜母音410]:をじ千七守40]L十号l-B苦Jl虫荒ヰ.仕事を
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現代朝鮮議における接頭辞斗の主主味・用法について

早く終えなければならないと言う思いが私をせきたてていた。/台半号音

ユ零オ!昔司オ|叫吾t:lトミl古1λ?号外ァトせ司音せとえ若三三?人夫たちをそんな

にひどくせきたてて工事が早く終わりそうか

1-11苦I二十は 苦斗の持つ 「追う、追いやる、追い込むJr運転する、駆る」

「罪をかぶせるJrせきたてるj の意味に使用され、「一笛所に集めるJと

う意味では使用されないことがわかる。

1 . 4 l有望斗

A. ミ:じ十「標準J

①押す

需4二司]苦手1斗lλ?型ヰ 車を後ろから押す/叶吋y7ト叶妾オ己l1iヨペエヰ音

三士号合型z萱叶按ヰ.母がもじもじしながら交番のドアを押して中へ
入った

②表面をこすったり、削ったりしてきれいにする

唱令官会望斗髭をそる/ロ1斗号官斗頭をx!Jる/叫ヰ豆号し十子号型斗
飽で丸太を削る/LH号金吾望。1尋.私の背中をこすってちょうだい

③自IJって平らにする

町苦王ス1豆叶せ金百斗 ブ、ルドーザーで丘を平らにする

④パックアップする、推す

町。ト平司王午苦アトユ号盟主張斗.やはり誰か彼を推している/与号アトスト

叶l吾なEヰヰォ!宮.Jl討と 0]アトす号す外1] ~l ヰミ=- oH召ぺ11.誰か君を強力に推

している者が党の中央にいるという話だよ

⑤表面を押し付けて平らにする

年苦己?豆 fE号守合官じト ローラーで、運動場を平らにする/子オ在日トスl号ヰ

司ロ!豆電T唱型o-j斗.しわくちゃになったズボンに一度アイロンをかけろ

⑤押して薄くのばす

開せ王子斗若宮斗 鮫子の皮をのばす/O-j叶斗七者三号令号せ昔7]将司宮アト
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三子吐寄金型7H豆百五オ1交iヰ.

を道具で伸ばしている

母はカノレグックスを作るため小麦粉の生地

⑦印刷する

開叫宮司号。ト己Hλ1号λト号叶苦望対ヰ.

を押した

白熱電灯の下で印刷機のローラー

ll.推薦する

司ユ号吐すo豆宮匁斗.彼を主任に推した/す喧吾J与す寺社号t:J1害?;:j

卒旦豆百匁ヰ 党員たちは党総裁を大統領の候補者に推した

B. '型ヰ「延世j

①後ろからカを加えて物体を 前に動かす

町せ三号すJさ告。lマT警守之15:~号噌全斗スト骨三号斗1 望O-J誉J三ぜ λ? 吾合官

主主ヲ~q. 7ン局長は酒が半分入った焼酎の瓶をテープ、ノレの一方に押しながら

体を起こした/吐o:j雪101弁EZ枠外叶迫。ト71吾E11♀ユ王宮2 7Hラ受01

1之官ヰ. 一人の女性が乳母車に幼い子供を乗せて押して行くのが見えた

② 

GH道具を使用してざらざした表面を)すべすべにする

町ユ七宮司令せを司王ア!豆万ト昔万ト号電?キ官会現唱。12吉叶或ヰ彼

は使い捨ての安全かみそりでざらざらした髭を何回も剃った

(Q(体の垢を)こすって取り去る

町。トtt1スlti喫せ斗!ミヰ斗号外lλ，iL司曇百対叶斗人1唱さト1二十又吉トうまじ十.

久しぶりにお風呂で垢をこすったらさっぱりしたと言った

③. (道具を使って坂やでこぼこした土地を)平らにする;ならす

父は

司ユ号J52昔名人l社号せ外1せ金百.:11.子E1卒ス!号せ吾O-J-'三人19171吐合昔

設ヰ.彼らは短い間に山をならして住宅地を作り都市の基盤を作った

④(道呉を使って表面を)薄く平らに広げる

~01 3:l 2 吉井王子吐寺会主上オ|型叶今合外せモぜ王子01 斗.

練ったものを簿く伸ばして兵を包んで作った鮫子だ
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現代朝鮮語における接頭辞LJ1の意味・用法について

⑤(手で謄写版のローラーを押して)謄写する。印昂せする

需ユ吾名苦す叶11 yCヰ唱ス!号号五重}ii7.外lλ1型司会号人ト母音吉荒斗.彼

らは小部展に集まり原紙に文字を書き学校から借りてきた謄写版で印刷した

⑥(主に百五斗アトヰ，

る

L十三斗'の形で使われ)主張したり推進したりす

町叶アト君主号せ司王♀司社主!司王二三IJl斗社ーヰ.君が協力しなくとも我々

は計画通り推進していく/苦半とスW"el現守司うま斗スl喧告さト坦λ?豆ス17H 

主ヰ'3合百五斗至上斗.政府は封政及び行政上の支援をしつつ土地改革令を推

進した

⑦(誰か特定の地位を占めるため)主張したり支持する。(考え、計i屈などを)

推進する

~ 471斗さ司営〈誌社|号ロ1七三子宮号。l者斗スf斗王子ユヱヌ1ヰ.それぞれ異な

る建設業界を押している住民たちが分かれて争っている

A' CJ1宮ヰ「標準J

①体や物体の…部を外部または前方に突き出す

相ユ1-1とえトす骨三三豆会合CJ1望。101v1Q斗会音寺昔妓工二十.彼女は車窓か

ら手ーを出して母親の手をしっかりと握った/λ?昔叶1弓01吾唱す会主ユせ

吾人い1-'二盟主ヰを音合CJ1百平安1匁ヰ.引き出しに入れておいた道具は小さ

な隙間からとがった先を出していた

②力いっぱい押して外部へ押し出す

需らませ人ト守合司荷主主主CJ1百斗見知らぬ人を家の外へ押し出す/外"il会

ア!合斗社合斗λ-i31音号奇骨三豆1-)1型匁斗.わが主主は奇襲作戦を立て敵

を国境の外へ追い払った

11. 

①お金や物を差し出す

相人トす号寸オ!守llH守}7Htll1司会叫豆斗 人々にタバコを lヌドずっさし
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/ユ 豆lλト七千己1宣}A斗1ァp子音告CJ1型奴ス1せ j三子三と右o]叶王子斗E三持c守

主fz三干名ア十字許7]豆穀じトその会社は我々の学校に寄付金を出したが要求

の条件があまりに多く、学校側は拒否することにした/せ守す会吋叶号

吾2 苦ユ工叶叶斗曇ヨヰヰ]之1:1叶唱スl号CJ1言匁ヰ ハン兵長は頭を上げて私

をまじまじと眺めていたら手紙をさし出した

②他人に押し付ける

開。1寸λ?君主き包会主手 L十寸オlcJ1ロ]1-キ?どうして大変な仕事を私に押し付け
るのか/与す会斗喜'f:lo]オ司司令スト吾子計!せ官告せヨキ♀司芋λ7叶i叫

百三子宮~r:干.部長は他のチームがためらうこまごました仕事ばかり我々の部

署に押し付けるのであった

直.意見、主張などを出し続ける

需ユぞ士夫1告すz干全音アトス]CJ1官ァ]-'二 zf宅設斗.彼は初めて考えを最後まで

主張することに決めた

B ¥CJ1型斗「延世J

①(物や体の一部を前、外、相手側に)差し出す、現す

需ニヱ七 oトcJ17トL詩型.Jl~lとユ号王子今斗}吾受 ò] 王子安宅]ス]1オ平斗玉三苦苦手

設匁斗.彼は妻が差し出しているその封筒の中に入っているものが何である

かわかりすぎるほどよくわかっていた/ユ七子吋斗寸寸苛守守合オ叫叫

百羽斗.彼はポケットから学生証を取り出し差し出した/土寸斗と芙全霊

芳夫4 ヰ旦叶召アト号苛ミ~ 2号斗雪道号吾主主す苔o]7トtltl]号.Jl7R号CJ1望

Z 討対ヰ.声のするところをチラッと見ると道端にある中菜料理屈の 2階

の開いている窓からカンチョリがひょっこりと顔を出していた/叫アト会合叫官

。1斗牛号苦許吋苦或斗.私は手を差し出して握手を求めながら言った
②力いっぱい外へ押し出す、追い出す

司ユ自叶そl~完全{号含 rrì 官斗入l 斗，斗吾守主主主CJ1百対ヰ.そんなチピすけ

の背中を押しのけるかのように門の外へ追い出した/苦吟三七斗苦吾金吾

守主豆CJ1~匁斗.押しかけた人々をドアの外へ押し出した
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③(他人に)責任をとるよう押し付ける

唱7ト万ト全英外1人ト七九l警告書toトァト斗ユ文1Y喫弓01誉会サロ1号官71iL斗

社ス1を宮司斗七宝斗菅材110ト01号せLJ1望対斗.近い所に住んでいるチョ

ヒョンを訪ねて罰きただすと乳飲み子のような兄弟を預けて家を出てひと月

自になるという言葉とともに子どもたちだけ押しつけた/昔せ営会豆平外

叶斗戸111詩型叶1:lJ現ヰ.家事:をみんな妻に押し付けてしまった

④(自分の立場、主張、意見などを)尚げないで言い張る

明0-]ス1社宅T官会吾名号LJ1ァト託尋斗万ト斗菅井主主ヰ七時す音ロ1己1叫宮司

λ'1 0トLJ1ァトO-]~ォ1 斗告ス1 ス]オ主主 71-'ユ或ヰ.身のほど知らずの言葉を開いた

ものの拡が目を/ストア}吋l子す含ユr11豆LJ1官71-'主張斗.自分の主張をその

まま言い張ることにした

型斗の基本語義は、「ある物体に直接力を加えて反対似.1]に移動させるJ、

ちょうど日本語の「押す」に相当する語義と、「ある物体に対して垂直に力

を加えながら、力を加えるほうの物体はその面に対して平行に移動する」と

いう特徴も有していると考えられる。「山を削って平らにするJr垢をこするJ

などの場合はまさに後者の特徴を有するものである。

一方、LJ1望ヰは「追い出す、追い払う j等の意味で、使用されるときは 「方

向・強調」いずれの特徴も有するが、新しく獲得した意味である r(物や体

のー部を前、タト、相手側に)差し出す、現すJr (仕事などをど)押し付けるJ

の場合、後者は「方向・強調j の意味を持っているが、前者は「方向Jだけ

で「強調j の特徴は失われてしまっているといえる。

ちなみに、LJ1百ヰの受動形である叫宮司ヰの場合はLJ1望斗の基本語義

とも言える「追い出す、押し出すj の意味の受動形「追い出される、押し出

されるj としづ意味以外では使用されないようである。

例

芸会主壬醤斗寺会斗ア15'-叶!叫官i:o-1と♀171今叶!λ'1-"三スト壬1斗ロ15'.斗主主ミ子守

党]今え~1吾 oH予言1 丑弓今金ヲ]♀l L十社斗 (google) 

「ジョーンズは生と死の岐路に追いやられる危機の中でも自身の美貌と官能
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的な肉体を利用して権力欲を養っていく J

l. 5 L百号ヰ

A. 売手じト 「標準J

I.穣む、槙み重ねる

開サ叶1唄うゴ合掌斗倉庫に米俵を積む joトミ子o]全斗!ヰすさ「全管設じトか

まどの前に薪を積んだ/智平外1号社告そ告。ト誉公斗.倉庫に物を積んで置

いた/ユと名安司会3!jせ判斗].5'..千号外王子五苦手号さトミヱ武史ヰ.彼は

すべてのみ;を机の上に積んでおいて勉強をしていた

狂.

①築く

需言合争I二十塀を築く/号合掌斗土手を築く j)司会牢ヰ城を築く/す

母ヰ 塔を築く/ミ子持と 7H金主i叫c十日ト刊号丞7H.:Jl善寺r:11号をまo)バ召芋叶

号泣斗.チョンハはノj、)11の道に沿って岩を重ねて高い土台を築き道を通した

②(基礎、土台などを)築く

需百子子斗斗豆斗l告誉斗民主主義の土台を築く/斗告ヰ叶 7]主号音誉会

叫すo]菅井スl著名宮司会習会キ虫匁斗.初めから基礎をうまく身に付

けた人は最後までよい成鎮を得ることができた

③経験・技術・業積・知識などを磨く、身に付ける

司キ守合壁ヰ 修養をつむ/昔ミヰ告 4iLEト 実力をつける/喜百合禁I二十

訓練をつむ/否三司会号I二千功績をつむ/ユ七想旦菩件。1]昔名ス!斗去を2

45斗苦olヰ.彼は情報分野で多くの知識を身につけた人間だ、/斗令7(j型合

母ァ!♀!言HJl7.ci奇型す2j吉社斗1λ?ァl号スト♀j或ヰ.布、は経験を積むために教

育現場の一線に立つことを

④財産・名誉・不名誉・信頼などを築く、手に入れる:不信などを買う

町唱す告宅金1二十 名声を築く/オ!苦合号。ト干1二十 財産を築く/官斗ヰ吾ユ

斗斗せ会 λトす号豆さl吋音量仕合号待憩斗.言葉と異なる彼の処世術は

人々をして不信を買うことになった
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B. 学斗「延世J

①積み重ねる

開。トミ子件当ol]~干oト手荒百社告アトスl 去三ξ舌勾号今斗1 吾叶司忍じトかま

どの横に積んで置いた細い松の枝を少しずつ火の中にくべた/平吠瓦g王

叫すアト吋l旦oト争各苦手叶ア!号 fi叶I二十司苔 llH7ト215ヨヰ.何よりも海岸に

集めて積むあげた石のIlJを運んで捨てる船がなかった

②築く

町号豆r::ト吾叶守t:11号令雪上斗.;pできれいに高台を築いた/ユ令斗す号。i

王手告誉会夫会アト司京1二十.彼は人々が土手を築いたところを指蒸した

③技術・経験・知識などを手に入れる

時ぜ玉音0]~l-~:-せ司会ユ斗スト会外l オ! とま寺会ロl毛]ヰ.先祖が築いた善徳

は彼の子孫に影響を及ぼす/ユL1と♀司吾詩オ|斗1λi{lぜアトヰfE忍弓

~oトミ手社。1 斗と'13斗i 号'i:;{.Jlじ十せせ号斗妓ヰ 彼女は我々の芸能界で 10

近い経震な築き中怒という名誉を掲げて歩けるようになった

④基礎や土台を築く

開♀己Jミラユ今叶!λfせ習会型玉L脅号Qj豆r:}]吾号外 λ1λト司一号ぜそさ ノL

T 

試合斗1ニト我々はその巾で安定を得、共同の土台を築き新しい社会を建設す

ることができる

A.' 1-刊号f斗「際準 j

タトに出して築く

需ぺ!社せ0]号叫す叶]1-}]母.Jlヌトァト.2..7]号 7]斗設斗.所帯道具を庭に出して

、司王が来るのを待った/官会召守主と豆をストしト叶1-}]号泣斗.塀を

道路がわにー尺ほどさらに積

B.叫零斗「延世」

記述なし

lile斗はそまIニ1-の語義のうち、「積む、築く Jの意味の場合だけに使用され
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ている。用例はあまり多くはないが、 googleに現われている例はすべて建

築関係のものである。

例

1. 1持母ァ! せヰ斗主主号ス!スl司71♀{司将司斗|λ1司号011..-十号名苔ミ12司三

豆tl1号令す唱 (google)

上部の梁を支えるために壁面からレンガや石を徐々に外へ積上げる方法

2.宮守斗iλi 司斗官-2-舎三;':71叶!社寺許又 Ajt号外11 ~そきト七三守合否喧豆

七号司斗!λi:;;守主!人lを牛 21玉三号ぜ吋斗型芋号号音入1オ弓J-BJ"6J.Q.豆tl1雪量

七子三歪苦雪]ス1，甘さ1外!λ'1 Àj 司斗1 芋主f呂ヌ121 望号主主豆旦λ1 司苧甚叶~立

ス1宅T-1tizfz子(google)

城壁から敵の接近を早いうちに察知し、城壁に接近する敵を正面または側

面から撃退できるように城壁の一部を突出させ、長方形に穣上げる構造物

である雄、域事防、ら城壁に付着した維の一種で隅の部分に設置したもので

ある角楼

これらの例の場合、 明らかに「外側に向かつて」という「方向j の意味を

イ写していることがわかる。しかし、加1St に現われている次の例は接頭辞

の例とは考えにくい。

例 ヌト号ヌトヨ干唱ロトミラセテ今21~え霊会tl1~去アl 入l 斗或ヰ. (kaist) 

「きちんきちんと母親は行李の中のものを(中から取り出して)積み始めたJ

ここでは、叫λ'1 ，* 71 人1~或ヰ出して積上げたJ という具合に解釈でき

るもので、1-Hはみ;動認の「出すj と考えなければならない。すると、叫に

ついて 一方では派生動詞を形成する接頭辞としての役割と、もう一方では

複合動詞を形成する前項動詞としての役割をも有し、表層構造としては同じ

形で現われてくると考えられるのである。
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結論

以上 今回は門脇 (2001)の参考資料としてあげたもののうち、対語として

告。1形を有し、しかも「方向 強調jいずれの特徴をも有する他動詞 6個

を対象とした。その結果判明したことは以下の通りである。

まず、接頭辞が付いた場合、「方向 強調Jの特徴が付かない場合の語義に

どの程度反映されるのかという問題であるが、ほとんどの語義について反映さ

れるものもあれば、非常に狭い範囲でしか反映されないものもあるという具合

に、単語によって異なるというのが上述の6個の単語を分析した結果である。

ただ、y1官ヰと 1耳鳴l司E干の場合のように、能動/受動の関係にある場合は、

基本語義といえるものに限っていると言えそうであるが、確実なことは全体の

考察を待たなければならない。また、接頭辞がイ寸し、た場合の意味の特殊化に付

いて言えば、これも語によってかなり異なっていると言わなければならない。

叫珪吋♂の場合は，百斗にはない「取り出して見せる、現すJという語義を

新たに獲得し、さらに、他の語義では「方向 強調」の両方の特徴を有する

のに、との場合は「強調Jの意味を失っていると考えられるのである。

今回は上述の 6語を対象にして分析したが、残りの語についての分析を引き

続き行う予定である。
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